
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

体験実習報告会の様子 (H18.8.23) 

 

第８号 

 

【
編
集
後
記
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
月
１
回
程
度
更
新
し

て
い
る
の
で
す
が
、
機
関
紙
の
ほ
う
が
お
ろ
そ
か

に
・
・
・
。
よ
う
や
く
今
年
度
２
紙
目
の
機
関
紙
発
行
、

何
と
か
年
内
の
発
行
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
３
紙
目
の

発
行
は
い
つ
に
な
る
の
や
ら
？
？ 

 
 

（
刀
根
） 

 

【三重県へき地医療支援機構】 

三重県へき地医療支援機構は、

国のへき地保健医療対策に基づ

き平成１５年度より三重県健康

福祉部に設置されており、へき

地医療での勤務経験がある医師

が専任担当官として配置されて

います。 

初
日
は
島
根
県
、
隠
岐
島
前
病
院
長
、
白
石
吉
彦
先
生
に
ご
講
演
『
隠
岐

島
前
病
院
に
お
け
る
離
島
医
療
』
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
神
島
診
療
所
、
奥
野
正
孝
先
生
に
総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

２
日
目
は
２
班
に
別
れ
、
１
班
は
鳥
羽
市
の
離
島
診
療
所
で
あ
る
桃
取
、

菅
島
診
療
所
を
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
巡
り
、
実
際
の
診
療
現
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

も
う
１
班
は
山
田
赤
十
字
、
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
苑
」
施
設
長
、
山
中

富
美
子
氏
に
よ
る
実
技
研
修
『
家
庭
看
護
法
』
で
、
家
庭
に
お
け
る
介
護
方

法
を
実
際
に
ふ
と
ん
や
浴
衣
等
を
使
用
し
て
学
習
し
ま
し
た
。 
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新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
連
日
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地

方
の
医
師
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
医
師
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
、
三
重
県
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
制
度

Doctor`s Career

「
み
え
医
師
バ
ン
ク｣

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
１
８
年
度
東
海
三
県
へ
き
地

医
療
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

平
成
１
９
年
２
月
１
７
日
（
土
） 

津
駅
ビ
ル
、
ア
ス
ト
津
に
お
い
て
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
、
東
海
３
県
の
へ
き
地
医
療
支

援
機
構
主
催
、(

財)

地
域
社
会
振
興
財
団
共

催
の
も
と
、
平
成
１
８
年
度
東
海
三
県
へ
き

地
医
療
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

自
治
医
科
大
学
の
第
１
期
卒
業
生
で
自

治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
学
部
門
、
梶
井
英
治
教
授
の
基
調
講
演

に
続
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
研
修
会
終
盤
に
は
同
じ
く
第
１
期
卒

業
生
の
鳥
羽
市
立
神
島
診
療
所
長
、
奥
野
正

孝
先
生
に
総
評
を
頂
き
ま
す
。
研
究
発
表
に

つ
い
て
は
各
県
よ
り
２
題
ず
つ
発
表
い
た

だ
く
予
定
で
、
現
在
、
参
加
者
募
集
と
と
も

に
幅
広
く
演
題
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
三
重
県
へ
き
地

医
療
支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(URL: 

http://www.pref.mie.jp/iry
os/hek
i

ti/)

上
に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
。 

   【速報】 
ドクターバンクの運用

が開始されました。 

～
三
重
の
地
域
医
療
キ
ー
ワ
ー
ド
紹
介
～ 

 
 
 
D
octor̀
s C
areer  

 
 
 
 
 
 

～
み
え
医
師
バ
ン
ク
～
と
は
？ 

 

国
の
医
療
費
抑
制
策
お
よ
び
医
師
の
偏
在
化

等
に
よ
り
医
師
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
十
分
な
医
療
が
供
給
で
き
な
く
な

り
、
結
果
、
地
域
住
民
の
医
療
に
対
す
る
安
心
安

全
を
脅
か
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
べ
く
、
県
外
の
医
師
は
も
と
よ
り
再
就
業

さ
れ
る
女
性
医
師
、
定
年
退
職
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン

勤
務
医
を
中
心
に
、
三
重
県
内
の
病
院
、
診
療
所

へ
定
着
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
三

重
県
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
、Doctor`s Car

eer

「
み

え
医
師
バ
ン
ク｣

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
重
県
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｍ
Ｃ
卒
後
臨
床
研

修
セ
ン
タ
ー
に
管
理
委
託
し
て
お
り
、
専
任
ス
タ

ッ
フ
が
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
医

師
の
就
職
に
関
す
る
情
報
提
供
、
斡
旋
等
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
医
療

機
関
の
キ
ャ
リ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、
キ
ャ
リ
ア

シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
医
師
の
技
術
、
資
質

の
向
上
を
目
指
し
安
心
で
安
全
な
医
療
を
三
重

県
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

求
人
は
県
内
の
医
療
機
関
限
定
で
す
が
求
職

者
は
県
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
医

師
も
大
歓
迎
で
す
。
今
後
、
女
性
医
師
・
定
年
退

職
後
医
師
な
ど
医
療
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る
医

師
の
再
研
修
制
度
も
視
野
に
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

Doctor`s 

Career

「
み
え
医
師
バ
ン
ク｣

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(URL:ht
tp://m
ie-ishibank.com/)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

医
師
確
保
に
関
す
る
取
組
み 

◎
三
重
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
者
募
集 

三
重
県
で
は
医
師
確
保
に
対
す
る
取
組
み
と
し
て

県
内
の
へ
き
地
医
療
、
小
児
・
産
婦
人
科
医
療
等
に

従
事
す
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
、
研
修
医
、
大
学
院

生
、
へ
き
地
に
転
任
す
る
医
師
を
対
象
に
修
学
資
金
、

研
究
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
定
期
間
、

県
内
指
定
医
療
機
関
等
で
勤
務
し
た
場
合
、
返
還
が

免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。   

平
成
１
８
年
１
２
月
現
在
、
１
０
名
の
医
学
生
（
今

年
度
５
名
）
に
修
学
資
金
を
、
１
名
の
へ
き
地
転
任

医
師
に
対
し
て
研
究
資
金
を
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
修
学
資
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(URL: 

http://www.pref.mie.jp/IRY
OS/syu
gaku/b
os

yu.htm)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】
三
重
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室 

 
 
 
 
 
 

救
急
・
へ
き
地
対
策
グ
ル
ー
プ 

 
 
 
 
 
 

電
話
０
５
９
―
２
２
４
―
３
３
７
０ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
E-mail: iryos@pref.mie.jp 

へ
き
地
医
療
体
験
実
習
開
催 

８
月
２
１
日
（
月
）
～
８
月
２
３
日
（
水
）

３
日
間
の
日
程
で
国
保
報
徳
病
院
（
大
台

町
）、
鳥
羽
市
立
神
島
診
療
所
、
町
立
南
伊

勢
病
院
、
紀
南
病
院
（
御
浜
町
）
に
お
い
て

平
成
１
８
年
度
へ
き
地
医
療
体
験
実
習
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

県
修
学
資
金
貸
与
者
お
よ
び
自
治
医
科

大
学
生
、
計
１
０
名
の
医
学
生
が
参
加
し
、

実
習
最
終
日
の
８
月
２
３
日
に
は
ド
ク
タ

ー
プ
ー
ル
制
度
第
１
号
、
公
立
紀
南
病
院
の

鈴
木
孝
明
先
生
を
お
招
き
し
、
県
庁
に
て
体

験
実
習
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
将
来
勤
務

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、

へ
き
地
医
療
の
実
際
の
現
場
を
肌
で
感
じ
、

へ
き
地
医
療
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
体
験
を
話
し
合
い
、
理
解
を
深
め
合
い
ま

し
た
。 

 

来
年
度
以
降
も
多
く
の
医
学
生
に
へ
き

地
医
療
の
現
場
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

さ
ら
に
充
実
し
た
実
習
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
施

設
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

白石吉彦 先生  講演 
“隠岐島前病院における離島医療” 

 

ワークショップの風景 

奥野正孝 先生 ワークショップ 
 “離島医療における問題点” 

山中富美子 氏 
 実技研修“家庭看護法” 

 

平
成
１
８
年
度
へ
き
地
医
療
研
修
会(

８
月
２
６
日
・
２
７
日) 

 

へ
き
地
医
療
の
質
の
向
上
と
へ
き
地
医
療
に
携
わ
る
者
の
交
流
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
へ
き
地
医
療
研
修
会
を
鳥
羽
市
の
離
島
、
答
志
島(

旅
館

「
定
洋
」)

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
へ
き
地
・
地
域
医
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ

フ
計
６
職
種
、
５
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

医療政策監 自ら実践 ↓ 


